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伊良湖岬中学校西側の道を、
災害物資輸送道路として整備する考えは

新教育長の教育方針と学校教育について

十分に話し合いを進め、検討したい

夢と希望を持って世界で活躍できる人材を育てたい。
そのためには教育力の向上が不可欠である。

一問一答方式

一括質問一括答弁方式

古川		美栄		議員

森下		田嘉治		議員

自民クラブ

自民クラブ

■新教育長の教育方針について
問 	 学校全体配置計画の今後の進め方は。
答 	 学校再編は重要な施策の一つ。伊良湖岬小の開校、
野田中の統合は地元の意見を尊重し、議論を重ね
てきた結果。今後は、これまで以上に意見交換を
行いながら学校再編を進めて行く。

問 	 学校教育についての考え方は。
答 	 夢と希望をもって世の中で活躍できる人材を育て
たい。ふるさと教育を念頭に、田原市を愛する心
を育てていく。

問 	 統合による教職員の減少についての見解は。
答 	 学校再編と教員数を視野に入れながら指導力の向
上を図り魅力ある学校づくりに努める。

問 	 小学校に教科担任制を導入する考えは。
答 	 各小学校の主体性に任せており、校長の考えで進
めてよいと考えている。

問 	 教育委員会制度改正に伴う総合教育会議開催と、
教育大綱策定への考えは。

答 	 総合教育会議は、近々設置する。教育大綱は、市
長と教育委員が協議・調整を行い策定する。

■市長の選挙公約について
問 	 国道42号は津波により浸水すると思われる箇所が
ある。スムーズな物資の輸送のため、新設する伊
良湖岬小学校（現伊良湖岬中）西側の渥美運動公
園につながる道を整備してはどうか。

答 	 他地域も含めて、道路整備は地域の協力と関係者
の理解が不可欠であり、十分に話し合いを進め、
整備に向けた検討をしたい。

問 	 伊良湖地区から土田地区では何名の避難生活者が
想定されているか。

答 	 昨年の調査予測では、伊良湖213人、日出227人、
堀切894人、小塩津359人、和地一色52人、和地
112人、土田47人となっている。（単位は地区）

問 	 避難所での生活は少しでも良い環境にして頂きた
いが、一人当たりの必要面積は。

答 	 避難所での生活が長期にわたる場合、1.65㎡/人も
しくは２㎡/人と考えている。

問 	「地域コミュニティが地域を守る」とは。
答 	 地域コミュニティは住民自治の担い手であり、自
主防災をはじめ様々な地域の課題解決、活性化に
不可欠なものと考える。

問 	 小学校再編があっても、20の校区コミュニティ協
議会が存続する場合の市民館の取り扱いは。

答 	 存続する場合は、市民館は現行どおりとなる。

伊良湖岬小学校


